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ネクイノ代表取締役

石井 健一さん

ＭＲ経て起業 医療ＤＸに挑戦
　ベンチャー企業を立ち上げ、医療のＤＸ（デジタ
ルトランスフォーメーション）化に取り組んでいる
薬剤師がいる。ネクイノの代表取締役を務める石井
健一さんだ。月経痛改善などに役立つピルを処方す
るオンライン診療プラットフォーム「スマルナ」を
構築し、スマートフォンアプリでサービスを提供し
ている。薬剤の完成度が高く、一定のニーズもある
一方で、社会に浸透していないピル。供給と需要の
ギャップをテクノロジーで解決できると考えて事業
を開始した。石井さんは「新しい医療の形を提案し
たい」と意気込みを語る。

　スマルナはピルを処方す
るオンライン診療プラット
フォーム。ユーザーはスマ
ートフォンアプリを通じて
自由診療下で医師の診察を
受け、ピルを処方してもら
う。自宅や職場で郵送され

たピルを受け取る。
　例えば、低用量ピル12カ月分の処方の場合、12
シート分の料金２万8560円と診察代1500円を初回
に支払う。月あたりに換算した金額は2380円ほど。
利用期間に応じて、１カ月ごと、３カ月ごとに購入
するプランも選べる。相談までは無料。
　月経困難症や子宮内膜症を治療するために保険適
用を受けてピルを利用する場合の自己負担額と比べ
ても概ね同程度の価格で済む。避妊目的でピルを利
用する場合はもともと保険適用外であることからユ
ーザーに不都合は少ないようだ。性や体の悩みを薬
剤師や助産師などに聞いてもらえる機能も利用でき

る。アプリの累計ダウンロード数は80万件以上。
10 ～30代女性を中心に利用が広がっているよう
だ。
　ピルは排卵や生理に関わる女性ホルモンを配合し
た経口剤。普及率はフランスやドイツなどで30％
を超える一方、日本ではわずか３％ほどに留まる。
ピル服用に対する抵抗感、産婦人科クリニックのキ
ャパシティ不足、入手しづらさなど、さまざまな要
因を理由に社会に普及していない。しかし、ピルは
治療に対する薬剤の貢献度も治療の満足度も高い。
ギャップをテクノロジーで解消できると考え、スマ

ルナの事業構想を練り上げた。
　最初の診察で最大１年分のピルを処方できるた
め、提携先の産婦人科医に大きな負担をかけずに済
む。産婦人科医は分娩対応や手術など専門性の高い
医療行為に力を注ぎやすくなる。医師数の少ない産
婦人科の医療キャパシティは乏しく、仮にピルを利
用したい人全員が診察に訪れると現場はパンクして
しまうという。
　石井さんは「必要のある人は病院に行くべき。し
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